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皆様おはようございます。安倍晋三であります。本日は、米国企業の皆さんに日本経済の

魅力をお伝えするためやってまいりました。 

 私が政権に就いた翌年、外国企業の日本への投資は、１０倍に増えました。この後に御

登壇いただくアップルも、横浜に研究開発拠点を設立することを決めました。日本には成長

市場があります。今後数年、再生医療市場は毎年２０％以上、そしてＩｏＴ市場は１

０％以上の成長が予測されています。このチャンスをつかんでいるのは日本企業だけではあ

りません。医薬品市場では、米国を始めとする外国企業が活躍し、上位２０社の半分を

占めています。 

 もちろん生活環境も大切です。英国の雑誌による『住み良い都市ランキング』でも、今年

は東京が１位を獲得しました。ミシュランガイドで星が付いたレストラン数は、東京が最も多く、

ニューヨークの３倍、パリの２倍であります。さらに、健康にいい日本食店もたくさんあります。 

 私はこの勢いを止めません。『世界で最もビジネスしやすい国』を目指して、改革を断行し

ます。本年３月には、『外国企業の日本への誘致に向けた５つの約束』を決定しました。 

 ニューヨーク市の法人実効税率は、４６％ですが、日本は現在の３２％から、数年で２

０％台まで引き下げます。日本には、ものづくり技術という宝の山が眠っています。外国企

業には是非これを活用していただきたいと思います。このため、７万社の中小企業と取引が

ある政府系金融機関に担当部門を設置し、外国企業との提携を支援します。日本はもは

や、外国人に対して閉じた国ではありません。高度人材として日本に３年間滞在された方

は、４月からは無期限で日本に住むことができるようになります。今後も『世界で最も働きや

すい国』を目指して、改革を進めてまいります。 

 来年のＧ７伊勢志摩サミットでは更に魅力を増した日本をお見せします。ジェトロと在外

公館が連携し、米国企業の投資を全面的に支援する体制も整えてまいります。是非とも日

本に投資をしていただきたいと思います。 

 


